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論 文

内 容

要

旨

 普通のX線写真で明らかにOs七eOPOrOsi8と認められるものを,拡大撮影によって観察す

 ると,横走骨梁の著明な減少があり,これが縦走骨梁の減少程慶より高度なため,縦走骨梁が相

 対的に目立って界,え,また終板,骨皮質の菲薄化等の像も拡大撮影で解明に把握できる。

 一般に25才前後の脊椎の拡大像では横走並びに縦走骨梁の形成する骨梁格子が充実している

 のに対し,40、50才代のあるものは骨梁格子の粗大化がみとめられ,この状態はpre-

 os七eoporotiestateとでもいうべきもので,これは正常像と06teoporOtic8ta胎

 との中間をなすものと考えられる。私は拡大X線像でこれら3っの脊椎構造状態を呈するものの

 骨代謝ないしはbOneformaUQnrateπついて検討を加えるために本実験を行なった。

 boneseekingisotopeには45Gaを使用し,骨のup一七ake,骨カルシウム量を測

 定,灰分量.並びにbOnefOrma七ionrateにっ》、て検索した。

 研究対象は,X線拡大撮影でほとんど異常を認めないU例,prθ一〇8七eOPOrO七ic8七ate

 の5例,骨粗鬆症の6例である。建金的には12才より70才に及び,性別は男8例,女12名

 であったo

 TracerはAbOtt研究所製46GaCエ2で,これを1.5μci/Kg静注,投与後7日間・経腿

 的に血液,尿,尿を採取,8日目に前上腸骨棘後方5㎝の腸骨稜より約2×5㎝の骨片を採取し,

 この採取骨片を1.0～1.5配鍛厚のsliceとして検索に供した。この場合骨質部分以外に含有す

 る45eaを除去するため,5分間噴出水流処理を行ない,検鏡してこれを確かめた。すなわちこ

 の水流処理により,骨質と結合していない4鳴aは9」%以上除去し得ることを知った。さらに

 これとは別にRエSA一放射性ヨウ化人血清アルブミンーで測定,97%以上の除去事を確認

 した。

 水流処理した骨片は孵卵器で3日間乾燥した上で計量し,電気炉で900℃5時間乾性灰化,

 灰分量を計量した後,1NHOユで溶解した。以上作成した試料について,2πga呂一flow

 COunterによりeoun七した。この場合45eaについて特に問題となる自己吸収,後方散乱

 を補正することに留意した。かくして単位骨重量当りの砺OaUP-takeを算出した。

 bonefor狙aUOnτateはHeaney,W且ed・onの方法(1958)を用いて測定した。

 つぎに実験結果について述べる。

 拡大X線像で正常像を呈するもののうち,20才前後のものでは,それより高年者(25～40
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 才)に比し45Gaup-take量は2G%前後の高値を示し,bonefOma七ionrate

 も高くなっていた。このことは20才前後の年代においては,著しぐ旺盛な骨min8raliza一

 七iOnがおこっていることを示している。

 一方拡大X線像が正常像を呈するもので,25～40才のものでは,UP一七akeにかなわの

 げらっきをみるけれども,ほy骨minerali乞a七i6nは定常状態πあり,すなわちbone

 fOr皿atiOnとresorptionが釣合っている状態であった。

 pre-os七eOporo七ic8tateのものは,年令的にみると主として40～55才のもの

 であった。この状態にある症例は5例のみしがなかったが,この場合非常に注目すべき事柄は,

 骨ho皿eo6七asisが安定し定常状態にあった25～40才のX線正常像を呈するものに比し,

 up一七akeが低下していることである。この5例のうち2例は女性で,いずれもmen6pau6e

 以前にある症例であった。もしこの時期にbOnere80rphonが正常成熟骨と同程度に保

 たれているとす煮ぱ,up-takeは低下しているのであるから骨はPOroticの方向に傾くと

 いえる。すなわち臨床的に一般X線像で気がっかない時期にすでにOsteOporO8i8をきたす

 準備状態,.つまりpre-os七eOpOrOtiC“a七9と云うべき時期が存在するのではなかろ

 ウか。この仮定に基ずけば,Albrightのいったpo8tmenopau8alo6teOporo8i8

 はすでにかたり早い日糊にその発症要因を認むべきものであると思われる。

 拡大X線像てOsteOPOrOsi8の状態を呈するものは,ほとんど55才以上のものであった。

 この状態では各例,各個にお・ける45CaUP一七ake量のばらづきが多くなり,一方ではあまり

 多ぐないものに洩って非常に高》・ものもあり,この場合08teOPOrO8i8をOaのup・take

 のみから論ずることは不可能であることを知った。

 以上のことから,先に述べた骨梁構造によって分類した3っの型のうち,健常状態ならびに

 Pre-08t80Poroticstateにおいては,それらの型と45Gaup-take,bone

 fOrmatiOnra七eとの間に関連のあることを界出せた。しかしOsteOpOrOsi8のもの

 については一判定の傾向を鼻、出せなかった。これ.は08teOPOroUcstateと云ってもその

 発生因子や程度が複雑で,簡単π説明し得ないことに起因するものと思う。
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